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平成２８年第１回砂川市議会定例会

平成２８年３月１１日（金曜日）第５号

〇議事日程

開議宣告

日程第 １ 議案第 ７号 平成２８年度砂川市一般会計予算

議案第 ８号 平成２８年度砂川市国民健康保険特別会計予算

議案第 ９号 平成２８年度砂川市下水道事業特別会計予算

議案第１０号 平成２８年度砂川市介護保険特別会計予算

議案第１１号 平成２８年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１２号 平成２８年度砂川市病院事業会計予算

散会宣告

〇本日の会議に付した事件

日程第 １ 議案第 ７号 平成２８年度砂川市一般会計予算

議案第 ８号 平成２８年度砂川市国民健康保険特別会計予算

議案第 ９号 平成２８年度砂川市下水道事業特別会計予算

議案第１０号 平成２８年度砂川市介護保険特別会計予算

議案第１１号 平成２８年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１２号 平成２８年度砂川市病院事業会計予算

〇出席議員（１２名）

議 長 飯 澤 明 彦 君 副議長 水 島 美喜子 君

議 員 多比良 和 伸 君 議 員 増 山 裕 司 君

中 道 博 武 君 佐々木 政 幸 君

武 田 真 君 武 田 圭 介 君

辻 勲 君 北 谷 文 夫 君

沢 田 広 志 君 小 黒 弘 君

〇欠席議員（１名）

増 井 浩 一 君

〇 議 会 出 席 者 報 告 〇

１．本議会に説明のため出席を求めた者は次のとおりである。

砂 川 市 長 善 岡 雅 文
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砂川市教育委員会委員長 遠 藤 芳 春

砂 川 市 監 査 委 員 奥 山 昭

砂川市選挙管理委員会委員長 其 田 晶 子

砂 川 市 農 業 委 員 会 会 長 渡 邊 勝 郎

２．砂川市長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

副 市 長 角 丸 誠 一

病 院 事 業 管 理 者 小 熊 豊

総 務 部 長
湯 浅 克 己

兼 会 計 管 理 者

総 務 部 審 議 監 熊 崎 一 弘

市 民 部 長 高 橋 豊

経 済 部 長 田 伏 清 巳

建 設 部 長 古 木 信 繁

病 院 事 務 局 長 氏 家 実

総 務 課 長 安 田 貢

政 策 調 整 課 長 河 原 希 之

３．砂川市教育委員会委員長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

教 育 長 井 上 克 也

教 育 次 長 和 泉 肇

４．砂川市監査委員の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

監 査 事 務 局 長 中 出 利 明

５．砂川市選挙管理委員会委員長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

選挙管理委員会事務局長 湯 浅 克 己

６．砂川市農業委員会会長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

農 業 委 員 会 事 務 局 長 田 伏 清 巳

７．本議会の事務に従事する者は次のとおりである。

事 務 局 長 峯 田 和 興

事 務 局 次 長 高 橋 伸 二

事 務 局 主 幹 佐 々 木 純 人

事 務 局 係 長 渡 部 秀 樹
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開議 午前１０時００分

◎開議宣告

〇議長 飯澤明彦君 おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。

本日の会議に欠席の届け出のあった方を事務局長に報告させます。

〇議会事務局長 峯田和興君 本日の会議に欠席と届け出のありました議員は、増井浩一

議員であります。

〇議長 飯澤明彦君 議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

◎日程第１ 議案第 ７号 平成２８年度砂川市一般会計予算

議案第 ８号 平成２８年度砂川市国民健康保険特別会計予算

議案第 ９号 平成２８年度砂川市下水道事業特別会計予算

議案第１０号 平成２８年度砂川市介護保険特別会計予算

議案第１１号 平成２８年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１２号 平成２８年度砂川市病院事業会計予算

〇議長 飯澤明彦君 日程第１、議案第７号 平成２８年度砂川市一般会計予算、議案第

８号 平成２８年度砂川市国民健康保険特別会計予算、議案第９号 平成２８年度砂川市

下水道事業特別会計予算、議案第１０号 平成２８年度砂川市介護保険特別会計予算、議

案第１１号 平成２８年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算、議案第１２号 平成２８

年度砂川市病院事業会計予算の６件を一括議題とします。

各議案に対する提案者の説明を求めます。

総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 （登壇） 議案第７号 平成２８年度砂川市一般会計予算につ

いてご説明を申し上げます。

最初に、予算書の１ページをお開きいただきたいと存じます。第１条は、歳入歳出予算

であります。歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１４億３，５００万円と定める

ものであります。この予算は、平成２７年度６月補正後の予算と比較いたしますと５億４，

４００万円の減となり、対前年比で４．５％の減となったところであります。

第２条は、継続費であります。８ページ、第２表、継続費に記載のとおり、２款総務費、

１項総務管理費の基本構想・基本計画策定支援業務委託１，３７５万円について平成２８

年度、平成２９年度の２カ年の継続事業として、８款土木費、５項住宅費の北光団地用地

確定測量業務委託３，０２４万円について平成２７年度、平成２８年度の２カ年の継続事

業として、総額及び年割額を定めるものであります。

第３条は、債務負担行為であります。９ページ、第３表、債務負担行為に記載のとおり、

土地開発公社事業に対する債務保証について期間を平成２８年度から平成３７年度まで、
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限度額を１４億円、土地開発公社用地買収（２８年度分）について期間を平成２８年度か

ら平成３１年度まで、限度額を１億６，４７１万９，０００円と定めるものであります。

第４条は、地方債であります。１０ページ、第４表、地方債に記載のとおり、公共事業

等債以下７件について限度額の合計を９億４，６００万円と定めるものであります。

第５条は、一時借入金であります。一時借入金の借り入れの最高額を３０億円と定める

ものであります。

第６条は、歳出予算の流用であります。同一管内で各項の間の経費の金額を流用するこ

とができる場合は、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生

じた場合と定めるものであります。

それでは、内容の説明を申し上げますが、市政執行方針の３０ページに平成２８年度予

算大綱説明資料を添付しておりますので、これに沿いまして説明をしてまいります。

歳出のほうから説明をいたしますので、３４ページをお開きいただきたいと存じます。

予算書におきまして事業ごとに説明をしておりますので、説明資料につきましても同様な

表示としたところであります。説明資料につきましては、予算書のページを記載しており

ますが、ページにつきましては省略をして説明させていただきます。また、各項の頭に付

してある一つ丸は継続事業であり、二重丸及びアンダーラインを付してあるものは新規事

業あるいは臨時事業であります。なお、括弧内の数字は平成２６年度６月補正後の予算額

であり、説明の中で前年度と比較する場合につきましては、同様に平成２７年度６月補正

後の予算額との比較であります。それでは、二重丸及びアンダーラインの事業を中心に説

明をしてまいります。

１款議会費は１億４６万２，０００円で、前年度と比較して１，５２８万９，０００円

の減であります。

２款総務費は、４億４，７７０万３，０００円で、前年度と比較して１，０４３万６，

０００円の減となりますが、主な要因につきましては、各種基金、積立金で２，３８２万

４，０００円、番号制度に係るシステム改修など１，５２８万円、各種選挙経費２，０２

１万３，０００円の減、ふるさと応援寄附金謝礼２，３７２万２，０００円、旧豊沼中学

校解体工事２，４００万円の増によるものであります。

以下、新規事業や増減の主なものを申し上げます。１目一般管理費の一つ丸、職員の福

利厚生に要する経費でストレスチェック業務委託料２２万円は、労働安全衛生法の改正に

伴い、医師、保健師等による心理的な負担の程度を把握するためのストレスチェックの実

施が義務化されたことから、ストレスチェックの実施のほか、組織診断に基づく改善提案

などに係る委託料であります。同じく二重丸、行政不服審査に要する経費３万７，０００

円は、行政不服審査法の改正に伴い、審査庁の判断の妥当性をチェックする第三者機関の

設置が義務づけられたことから、５名の委員で構成する砂川市行政不服審査会を設置する

ものであり、審査会開催のための経費であります。同じく二重丸、庁舎建設の検討に要す
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る経費２３４万円は、庁舎の建てかえに向けた検討を進めるため、庁舎建設の基本的な考

え方、規模、建設候補地の選定、事業手法、財源、改築手法などの検討にさらに審議会運

営方法なども加えた基本構想、基本計画の策定支援について２カ年の継続事業として委託

する経費であります。

５目財産管理費の一つ丸、財産管理に要する経費でアスベスト等分析調査委託料３５万

円、旧豊沼中学校ブロック校舎等解体工事費２，４００万円は、旧豊沼中学校は平成７年

３月３１日の閉校後、建物の老朽化が進み、特にブロック校舎の屋根は一部が剥がれてい

る状況にあり、危険な状況であるため、アスベスト、焼却灰の分析調査委託料並びにブロ

ック校舎及びトイレの解体工事費であります。同じく一つ丸、公用車の管理に要する経費

で車両購入費２５２万１，０００円は、市有車両の更新基準に基づき、公用車２台を更新

するものであり、軽自動車２台の購入費であります。

６目企画費の一つ丸、移住定住促進に要する経費で建物借り上げ料９６万円、備品購入

費２０万円は、これまで取り組んできたお試し暮らしのさらなる利用に向け、新たに民間

中古住宅１棟を加えた３棟体制で実施することから、建物借り上げ料及び新規１棟分に係

る必要最低限の家電等の購入費であります。同じく二重丸、地域おこし協力隊に要する経

費３４４万９，０００円は、移住定住促進事業の充実強化を図るため、ウェブデザイン等

の知識のある者を地域おこし協力隊員として採用し、ホームページなどによる情報発信を

強化するもので、隊員１名の報酬などの人件費、住宅及び車の借り上げ料、募集のための

広告料、活動経費などであります。同じく二重丸、第６期総合計画の推進に要する経費３

１万８，０００円は、平成２３年度から１０カ年を計画期間とする第６期総合計画が平成

２７年度をもって５年を経過したことから、中間年における評価として市民がこれまでの

施策をどのように評価し、将来のまちづくりにどのような意見や要望を持っているかなど

の調査及び計画の定める中間目標値の達成度を検証、分析し、今後５年間の施策の推進や

次期総合計画策定の参考とするため、市民意識調査を実施する経費であります。同じく二

重丸、出会い創出支援事業に要する経費１０１万円は、市内への定住促進、少子化対策を

図るため、独身男女の出会いを創出する事業を実施する団体等に対し、支援を行う経費で

あります。

１０目市民生活推進費の一つ丸、南地区コミュニティセンターの管理に要する経費で備

品購入費３万３，０００円は、製造から１０年を経過した消火器６本を更新するものであ

ります。同じく一つ丸、東地区コミュニティセンターの維持に要する経費で屋根、外壁改

修工事費７８０万円は、建築後３０年が経過し、剥がれや腐食が生じている屋根、外壁の

改修工事費であります。同じく二重丸、予約型乗合タクシー運行に要する経費１，４０６

万３，０００円は、市民の日常生活に必要な交通手段を確保するため平成２７年１０月か

ら運行している予約型乗合タクシーについて、運行事業者に対する運行経費の収支不足分

の補助のほか、地域公共交通会議を開催するための事務経費などであります。
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１１目情報化推進費の一つ丸、情報化推進に要する経費でネットワーク機器更新委託料

４９万円は、導入後１０年を経過し、不安定な状況も見受けられるインターネットルータ

ーを更新する委託料、情報機器廃棄処理委託料９万７，０００円は、サーバー、プリンタ

ーなどを適切に処理する委託料、パソコン借り上げ料５万８，０００円は、故障などで予

備のパソコンが一時的に不足した場合の代替機の借り上げ料であります。

１２目電算管理費の一つ丸、電算管理に要する経費で機器更新委託料５３３万６，００

０円は、保守サポート期間が終了する納付書の読み取り装置、無停電電源装置などの更新、

機器の設定に係る委託料であります。番号制度システム整備委託料３５１万５，０００円

は、平成２９年７月からの本稼働に備え、税、国民年金、児童福祉システムの総合運用テ

スト、中間サーバーに係る設定作業の委託料であります。同じく一つ丸、財務会計システ

ムに要する経費でシステム改修委託料３２万４，０００円は、番号制度の施行に伴い、新

たな源泉徴収票に対応するシステム改修の委託料であります。

１３目まちづくり推進費の二重丸、スマートインターチェンジの利用促進に要する経費

３６９万円は、昨年８月に開通した砂川ＳＡスマートインターチェンジについて利用促進

を図るため継続して実施するＥＴＣ車載器の購入者に対する補助、開通後の利用状況など

をもとにして実施計画に見込んだ整備効果の検証を行い、地区協議会における協議を進め

るため委託する経費であります。同じく二重丸、まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進

に要する経費４万７，０００円は、平成２７年度に策定した砂川市まち・ひと・しごと創

生総合戦略について数値目標に関する達成度の検証などの進行管理を行うため外部有識者

等を含めた検証委員会を設置するものであり、委員会を開催する経費であります。

１目徴税費の一つ丸、市税の賦課事務に要する経費で軽自動車車検情報データ利用手数

料９万７，０００円は、軽自動車税の経年車の重課、グリーン化特例による軽課に対応す

るため車両の初度検査年月、燃費性能などの検査情報を確認する必要が生じたことから、

全市町村に検査情報が提供される軽自動車車検情報市町村提供システムの利用料であり、

ナンバープレート作成委託料３万４，０００円は、残数が少なくなった小型特殊自動車の

その他のナンバープレートを作成する委託料であり、土地鑑定評価委託料３２５万６，０

００円は、固定資産税における土地の評価額は適正な時価によるものとされ、地価公示価

格、地価調査価格のほか、不動産鑑定士による鑑定評価から求め、その価格を活用するこ

ととされているため、平成３０年度の評価がえに向け、９６地点を鑑定評価する委託料で

あり、課税資料電子化導入委託料１６９万６，０００円は、番号制度の施行にあわせ、事

務の省力化、市民サービスの向上を図るため課税資料を電子化するシステムを導入する委

託料であります。

次に、３５ページ、２目参議院議員選挙費の二重丸、参議院議員選挙の執行に要する経

費１，１４２万２，０００円は、７月に実施が予定される参議院議員選挙を執行する経費

であります。



－159－

３款民生費は１９億７，２７６万７，０００円で、前年度と比較して５，６８３万２，

０００円の増となりますが、主な要因につきましては、年金生活者等支援臨時福祉給付金

支給事業１，６９７万１，０００円、知的障害者自立支援給付費３，１８７万６，０００

円、身体障害者自立支援給付費１，４２９万５，０００円、病児・病後児保育施設設置工

事２，２９０万円、多子世帯保育料負担軽減補助金１，５６１万１，０００円の増、臨時

福祉給付金支給事業１，４１０万円、生活保護費２，０４３万４，０００円の減によるも

のであります。

１目社会福祉費の一つ丸、民生委員の活動に要する経費で退任民生委員記念品１１万５，

０００円は、民生児童委員、主任児童委員の３年ごとの一斉改選に際し、退任される方に

対し記念品を贈呈するためのものであります。同じく二重丸、臨時福祉給付金支給事業に

要する経費２，０２２万１，０００円は、低所得者に対し、消費税率等の引き上げによる

影響を緩和するため適切な配慮を引き続き行うため、市民税が非課税で市民税が課税され

ている方に扶養されていない方を対象に１人当たり３，０００円を支給するための経費で

あります。同じく二重丸、年金生活者等支援臨時福祉給付金支給事業に要する経費１，６

９７万１，０００円は、１億総活躍社会の実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及びにくい

低所得の高齢者等を対象に所得全体の底上げを図るとともに、個人消費の下支えにも資す

るよう支給するもので、臨時福祉給付金対象者のうち、障害または遺族基礎年金の受給者

で平成２７年度補正予算で実施する低所得の高齢者向け給付金の対象者を除き、１人当た

り３万円を支給するための経費であります。同じく一つ丸、障害者福祉システムに要する

経費で番号制度システム整備委託料１６４万６，０００円は、平成２９年７月からの本稼

働に備え、障害者福祉システムの運用テストなどの委託料であります。

７目ふれあいセンター費の一つ丸、ふれあいセンターの管理に要する経費で総合防災盤

改修工事費５０７万６，０００円は、火災などの異常を受信する総合防災盤に故障が発生

しましたが、機種が古く修理ができないことから、交換をする工事費であります。

１目児童福祉費の一つ丸、障害児対策に要する経費で難聴児補聴器購入費等扶助１１万

１，０００円は、身体障害者手帳の交付対象外の軽度、中等度の難聴児は補聴器の購入、

修理を自費で負担することになっていることから、保護者の経済的負担軽減のため、購入、

修理に係る費用を扶助するものであります。同じく二重丸、病児・病後児保育に要する経

費２，２９０万円は、子育て中の保護者が安心して就労できるよう、保育所などに入所中

の児童が病気になった場合及び回復期に一時的に預かることができる病児・病後児保育施

設を市立病院南館に開設するため、改修工事を行う経費であります。同じく二重丸、多子

世帯保育料負担軽減補助金１，５６１万１，０００円は、多子世帯における保育料の負担

軽減については国の制度に基づき実施しておりましたが、第２子以降の出産を後押しする

ため、第１子とする年齢を撤廃し、保護者の経済的負担の軽減を図るものであり、補助額

は第２子の児童は保育料の半額、第３子以降の児童は保育料全額であり、国に準じた保育
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料を納めてもらった後、軽減分を補助するものであります。

３目保育所費の一つ丸、保育所の運営管理に要する経費で空知太保育所プール改修工事

費４３万９，０００円は、経年劣化が見られる園庭にあるプールの改修工事費であります。

同じく一つ丸、乳児保育に要する経費で代替保育士等賃金１，８７１万７，０００円は、

多子世帯の保育料負担軽減補助の実施に伴い、入所児童の増加が予想され、特に乳児の増

加が見込まれるため、保育士の確保を図るためのものであります。

１目生活保護総務費の一つ丸、生活保護事務に要する経費でレセプト管理システム委託

料５９万４，０００円は、生活保護等のレセプト管理システムを社会保険診療報酬支払基

金から委託を受けた事業者がデータを管理、運用するクラウドサービスにより活用するた

めの初期設定の委託料であり、番号制度システム整備委託料６５万４，０００円は、平成

２９年７月からの本稼働に備え、生活保護システムのシステム連携などの委託料でありま

す。

４款衛生費は６億９４６万１，０００円で、前年度と比較して３，８８０万５，０００

円の増となりますが、主な要因につきましては、予防接種委託料８１４万４，０００円、

中・北空知廃棄物処理広域連合負担金２，８０５万１，０００円、ごみ処理場排水管改修

１，６９０万２，０００円の増、砂川地区保健衛生組合負担金１，６８４万２，０００円

の減によるものであります。

１目保健衛生費の一つ丸、保健衛生対策に要する経費で番号制度システム整備委託料７

６万７，０００円は、健康管理システムのシステム連携などの委託料であります。

２目予防費の一つ丸、感染症予防に要する経費で予防接種委託料３，４６２万４，００

０円は、日本脳炎の予防接種を行う必要がないと認められる区域として指定されていた北

海道が平成２８年４月１日から区域を指定しないこととなったことから、定期予防接種を

行うことにより増となるものであります。一つ丸、生活習慣病予防に要する経費でがん検

診委託料１，５４３万８，０００円は、がん検診の受診率向上のため、子宮がん、乳がん

検診についてこれまで集団検診のみであったものを市立病院での個別検診の実施、２年に

１回であった受診間隔を毎年実施とするなど、がん検診体制の見直しを図ることにより増

となるものであります。二重丸、女性のためのがん検診推進事業に要する経費１８８万２，

０００円は、がん検診の受診促進、早期発見などを図るため子宮がん及び乳がん検診の無

料クーポン券と検診手帳を配付しており、子宮がんは２０歳から４０歳までの５歳刻みの

方、乳がんは４０歳から６０歳までの５歳刻みの方のうち、過去５年間一度も検診を受診

していない方を対象に無料クーポンの配付を行う国の制度とともに、市独自に過去５年間

に検診を受診している方も対象として無料クーポン券を配付するための経費であります。

３目母子保健費の二重丸、特定不妊治療費助成事業に要する経費２２５万円は、北海道

特定不妊治療費助成事業の助成決定を受けた不妊治療を希望する夫婦に対し、治療費の一

部を助成する経費であります。
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１目ごみ処理費の一つ丸、ごみ収集処理に要する経費でごみ処理場排水管改修工事費１，

６９０万２，０００円は、焼山ごみ処理場の浸出水は排水管に吸収させ、調整池にため、

処理しておりますが、長年の使用により吸収能力に低下が見られることから、改善を図る

改修工事費であります。ごみステーション用ボックス購入補助金１８６万円は、町内会で

設置、管理を行っている家庭系ごみステーション用ボックスについて老朽化による更新、

住民の高齢化に伴い、上開きを横開きへ変更の要望があることから、更新する費用の一部

を補助するものであります。

次に、３６ページになります。５款労働費は１，１０３万３，０００円で、前年度と比

較して３２万５，０００円の増となります。

１目労働諸費の二重丸、若年者就労支援事業に要する経費３０万３，０００円は、高齢

者及び保護者が砂川の企業を知り、働く意義を考える取り組みを砂川高校、企業などと連

携して行うことでキャリア教育の推進、地元での就職につながる環境づくりを推進するた

め、ワークショップなどを開催する経費であります。

６款農林費は９，９５５万１，０００円で、前年度と比較して５８０万２，０００円の

増となります。

２目農業振興費の一つ丸、農業振興事業に要する経費で水稲種子温湯殺菌消毒補助金２

０万８，０００円は、安心かつ安全な米づくり及び高品質で売れる米づくりを促進し、稲

作農業の振興を図るため、農薬の使用を削減する手法の一つである水稲種子温湯消毒殺菌

に係る経費の一部を補助するものであります。同じく一つ丸、鳥獣被害対策に要する経費

で鳥獣被害対策実施隊員報酬６０万８，０００円は、ヒグマ、エゾシカの出没件数が増加

し、鳥獣被害対策実施隊員のパトロール、駆除における危険度も増してきていることから、

出動分、駆除分の加給を行うため、増となるものであります。同じく二重丸、農業体験事

業に要する経費９万２，０００円は、市内で新規就農を希望する方を対象として、先進農

家での１週間程度の農業体験事業をお試し暮らしの住宅を利用して実施をするものであり、

就農へのきっかけづくりに取り組むことで新規就農者の増加を図るための経費であります。

３目農業基盤整備事業費の一つ丸、農業農村整備に要する経費で道営砂川地区農村地域

防災減災事業負担金６０万円は、北海道が実施主体として行う平成２３年度の豪雪により

被災して不用となった豊沼奈江川にかかる農業用水用水管橋の撤去について、北海土地改

良区の負担金を受け、費用の一部について負担するものであります。

７款商工費は１億２，５０１万円で、前年度と比較して２９７万７，０００円の増とな

ります。

１目商工振興費の一つ丸、商工業振興対策に要する経費で企業支援パンフレット作成費

１８万円は、市内企業のほか、市外、道外企業へ新規開店補助、融資制度、創業者事業支

援、中小企業大学校、企業振興促進補助金等の総合的な支援策を情報発信するため、パン

フレットを作成するものであります。プレミアム商品券発行事業補助金４００万円は、市
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内における消費の喚起と地域経済の活性化を図るため、１セット１万円につき２，０００

円のプレミアムとし、２，０００セット発行する商工会議所が実施するプレミアム商品券

発行事業に対して補助するものであり、商店街連合会商品券発行事業補助金２００万円は、

砂川商店会連合会が主催する夏のトリプルチャンス抽せん会、ウインターチャンスセール

における商品券の発行、ＮＰＯ法人ゆうなどのイベントと連携した割引券つきのチラシの

配布による回遊事業、各商店の方が講師となって専門知識を伝え、受講者に抽せんで商品

券を贈るまちゼミ事業に対し補助するものであり、日本商工会議所青年部第２９回北海道

ブロック大会補助金５０万円は、日本商工会議所青年部が開催する日本商工会議所青年部

第２９回北海道ブロック大会が１０月に砂川市で開催されることから、経費の一部を補助

するものであります。同じく二重丸、スイートロード事業補助金７６万４，０００円は、

中心市街地活性化協議会のソフト事業として実施されていたスイートロード事業について、

スイートロード協議会が体制強化を図るとともに、砂川スイーツとしてふるさと名物応援

宣言をしたことから、スイートロードについてさらなるＰＲに努めるため、補助するもの

であります。

２目企業誘致費の二重丸、東京砂川会に要する経費４０万７，０００円は、隔年で開催

する総会の開催経費であります。

３目観光費の一つ丸、宣伝誘致活動に要する経費で観光用ポスター作成費２１万６，０

００円は、砂川市の魅力を市内外で情報発信するため作成するものであり、パンフレット

作成費１４５万８，０００円は、観光客を中心に手にとっていただきやすいデザインの簡

易版のパンフレットのほか、台湾、中国からの来訪者にも対応するパンフレットを作成す

るものであります。

８款土木費は１２億５，６０２万１，０００円で、前年度と比較して３，３４９万３，

０００円の減となりますが、主な要因につきましては、道路橋梁新設改良事業費１億５，

６４４万４，０００円の減、道路橋梁の修繕工事２，５２９万７，０００円、護岸改修事

業費２，１６０万円、市営住宅の改善工事などの工事費３，５２４万７，０００円、改良

住宅の改善工事などの工事費２，５５０万円の増によるものであります。

１目土木総務費の一つ丸、土木事務に要する経費で土木積算システム使用料５８万２，

０００円は、土木工事の積算に用いている北海道土木工事積算基準にかわり、北海道が利

用する北海道土木工事設計積算システムを共同利用するための使用料であります。

２目道路橋梁維持費の二重丸、道路橋梁の修繕工事費８，７８９万７，０００円は、１

路線の舗装補修、２橋の橋梁の長寿命化修繕に係る工事費、橋梁の修繕工事に向けた調査

委託料、１２橋の橋梁点検委託料であります。同じく一つ丸、流雪溝の維持管理に要する

経費でポンプ室整備委託料８５万２，０００円は、ポンプ室施設に老朽化による破損等が

生じていることから、国の負担割合に応じた負担を受け、修繕を実施する委託料でありま

す。
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次に、３７ページになります。３目道路橋梁新設改良費の二重丸、道路橋梁新設改良事

業費３億５，１９５万円は、記載のとおり改良舗装工事１３路線、舗装工事２路線に係る

工事費、委託料に加え、来年度以降に行う３路線の委託料及び街路灯設置工事として車両

通行の安全を確保するため交差点などにＬＥＤの街路灯１０灯を設置する工事費でありま

す。

１目河川費の二重丸、護岸改修事業費２，５４０万円は、融雪及び大雨による増水によ

って護岸が崩れた２河川の護岸改修工事費及び３河川の調査測量委託料であります。

１目都市計画総務費の一つ丸、都市計画事務に要する経費で都市計画用途地域等変更委

託料１，３４０万３，０００円は、都市計画マスタープランに即した周辺環境との調和に

配慮した用途地域の見直し及び交通量などに応じた街路網の見直しを図るための委託料で

あります。同じく二重丸、ＪＲ砂川駅設備改善事業に要する経費９３９万６，０００円は、

高齢者、障害者等を初めとする市民が安全かつ快適に移動できるように、ＪＲ砂川駅の跨

線橋のバリアフリー化や上りプラットホームの待合環境改善に向け、測量などの調査を行

い、複数のプランを検討するため委託する経費であります。

２目公園管理費の一つ丸、公園の維持管理に要する経費で工事請負費７６６万６，００

０円は、公園長寿命化計画に基づき、安全、安心な公園を保つため、こばと公園のトイレ

を水洗化するため建てかえる公園施設改築工事、４カ所の公園の滑り台などの遊具を改修

する公園施設長寿命化遊具修繕工事を行うものであります。同じく二重丸、砂川緑地の復

旧に要する経費３，９００万円は、占用している河川緑地を国に返還するため、施設の撤

去を計画的に行うもので、旧ゴルフ場では散水用施設、排水管など、旧ゴルフ練習場では

照明設備などの撤去工事を行う経費であります。

１目市営住宅管理費の一つ丸、市営住宅の管理に要する経費で北光団地用地確定測量業

務委託料２，７２１万６，０００円は、北光団地用地について土地利用目的ごとに分筆し、

公営住宅跡地の有効活用などを図っていくための用地確定測量を、今年度までの２カ年の

継続費で実施する委託料であります。工事請負費５，２１４万７，０００円は、老朽化に

より破損等が見られる非常用照明をＬＥＤ灯に改修する非常用照明ＬＥＤ化工事、長寿命

化を図る宮川中央団地屋根、外壁改善工事、宮川団地住みかえに伴う空き住棟の解体を行

う宮川団地解体工事、団地内公園の再整備を図る北光団地公園環境整備工事、現行の耐震

基準に適合するよう改修する三砂ふれあい団地エレベーター耐震改修工事を行うものであ

ります。備品購入費３９万円は、団地内の公園、緑地帯の草刈りを行う自治会等に対し草

刈り機等を貸し出しているところであり、新たに東町町内会に刈り払い機を貸し出すため

の経費及び製造から１０年を経過した北光団地に設置されている消火器６３本を更新する

ものであります。同じく一つ丸、改良住宅の管理に要する経費で工事請負費９，７０６万

円は、老朽化により破損等が見られる非常用照明をＬＥＤ灯に改修する非常用照明ＬＥＤ

化工事、長寿命化を図る宮川中央団地屋根、外壁改善工事、宮川中央団地排水管改修工事
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を行うものであります。

２目住宅管理費の二重丸、ハートフル住まいる推進事業に要する経費４，７８０万円は、

砂川市住生活基本計画に基づき、安心、安全に暮らせる住環境づくり、地元企業支援、ま

ちなか居住の推進を目的として、高齢者等安心住まいる住宅改修補助金、永く住まいる住

宅改修補助金、子育て支援補助金、まちなか住まいる等住宅促進補助金、子育て支援補助

金、新規移住祝金、管理不全な空き家の予防を目的として老朽住宅除却費補助金、地球温

暖化防止の促進を目的として住宅用太陽光発電システム導入費補助金を補助する経費であ

ります。同じく二重丸、空き家等対策計画策定に要する経費５９３万９，０００円は、空

家等対策の推進に関する特別措置法に基づき、空き家等対策推進協議会を設置して協議を

進め、業務委託して空き家等対策計画を策定するとともに、空き家等の実態を把握するた

めの調査を委託する経費であります。同じく二重丸、住み替え支援事業に要する経費１４

万５，０００円は、住みかえしやすい環境の整備に向け、民間企業、団体、協会、介護関

係事業者等を構成員とする住み替え支援協議会を設立し、空き家の掘り起こし、情報発信、

入居あっせん、仲介等を行うため、研修会を開催する経費のほか、事務経費であります。

９款消防費は４億１，３３７万６，０００円で、前年度と比較して５，０９４万円の増

となりますが、主な要因につきましては、防災備蓄倉庫建設事業費４，４７０万円の増で

あります。

２目災害対策費の一つ丸、災害対策に要する経費で防災対策推進員報酬１９１万７，０

００円は、災害発生時における災害応急対策活動を行うには陸上自衛隊滝川駐屯地との連

携が不可欠であることから、連携の強化を図るため退職自衛官を任用するものであり、火

災等保険料５，０００円、警備等委託料９万円は、防災備蓄倉庫の完成後の管理に係るも

のであります。同じく二重丸、防災備蓄倉庫建設事業費４，４７０万円は、食料、水、毛

布、銀マット等の災害備蓄品は市内４カ所に分散し、保管しておりますので、災害発生時

に避難者に対し備蓄品を円滑に提供できるよう、積雪期にも対応できる防災備蓄倉庫の建

設工事費であります。

次に、３８ページになります。１０款教育費は６億６，８８１万５，０００円で、前年

度と比較して４億７，２１７万４，０００円の減となりますが、主な要因につきましては、

公民館の耐震改修等工事５億４，１７４万１，０００円の減、幼稚園就園奨励補助金７９

８万８，０００円、小学校の改修工事５，６３１万２，０００円、市営野球場の改修工事

実施設計等委託料１，４０３万３，０００円の増によるものであります。

２目事務局費の二重丸、幼稚園就園奨励補助金２，１４１万６，０００円は、保護者の

経済的な負担軽減を図るため、国で拡充される低所得者層における多子世帯の年齢制限撤

廃やひとり親世帯への補助基準を含め、国に準拠するほか、多子世帯については子供の年

齢制限を撤廃して補助するものであります。同じく一つ丸、砂川高校の支援に要する経費

は、砂川高校の生徒に対して支援を行うことで教育活動の効果を上げ、砂川高校の魅力を
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高め、進学希望者の増加を促すための経費であり、検定試験受験料補助金４２万５，００

０円は各種資格取得に係る受験料の２分の１、模擬試験受験料補助金４０万円は大学、看

護学校入試、公務員試験などの模擬試験受験料の２分の１、大学見学補助金１５万円は砂

川高校が実施するオープンキャンパスなど大学見学の車借り上げに係る経費の全額、介護

職員初任者研修補助金５０万円は介護職員初任者研修の受講料を上限額の範囲内で全額を

補助するものであります。

１目小学校管理費の一つ丸、学校の管理に要する経費で校舎内床ワックス塗布委託料６

７万円は、児童のけが防止と床の延命化を図るため砂川小学校の体育館、廊下について実

施する委託料であります。工事請負費８，５８３万３，０００円は、老朽化により停電事

故が懸念される高圧引き込みケーブルを取りかえる砂川小学校高圧ケーブル改修工事、老

朽化によりふぐあいが生じている放送設備、防災盤などを改修する豊沼小学校電気設備改

修工事、塗装の劣化により凍害等が著しいプール上屋の塗装などを行う中央小学校プール

改修工事、老朽化が進む校舎、体育館の外壁の塗装などを行う北光小学校外壁改修工事、

老朽化が進み、危険となった遊具を撤去し、新たな遊具を設置する北光小学校遊具設置工

事、新たにキュービクル内に漏電遮断器を設置する北光小学校漏電遮断器設置工事を行う

ものであります。備品購入費１３５万２，０００円は、体育館ステージ上に掲揚する国旗、

道旗、市旗プレートのほか、各学校の管理備品の購入費であります。

２目小学校教育振興費の二重丸、市費教員任用に要する経費５６９万円は、北光小学校

第３、第４学年において児童数が合わせて１５人となり、複式学級となるものであります

が、児童の負担等を考慮し、単式学級を維持していくため、市の負担により教員を任用す

る経費であります。

１目中学校管理費の一つ丸、学校の管理に要する経費で工事請負費１，４７５万円は、

経年劣化が進み、遮光がされなくなった体育館の暗幕を取りかえる砂川中学校屋体暗幕改

修工事、老朽化した給排水設備の改修にトイレの洋式化をあわせて行う石山中学校給排水

設備改修工事、老朽化により停電事故が懸念される高圧引き込みケーブルを取りかえる石

山中学校高圧ケーブル改修工事を行うものであります。備品購入費７９万５，０００円は、

体育館ステージ上に掲揚する国旗、道旗、市旗プレート、印刷機のほか、各学校の管理備

品の購入費であります。

２目中学校教育振興費の二重丸、教師用教科書、指導書に要する経費１７１万３，００

０円は、平成２８年度からの中学校教科書の改訂に伴い、教職員の指導方法の平準化を図

り、生徒が均一な学習を受けられるようにするための教師用教科書と指導書を購入する経

費であります。

１目社会教育費の一つ丸、芸術文化事業に要する経費で地域の文化・芸術活動事業補助

金２９０万円は、文化芸術の振興により創造性豊かな地域づくりの推進を図るため、ＮＰ

Ｏ法人ゆうが実施する事業に対し補助するものであります。同じく一つ丸、社会教育振興
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に要する経費で備品購入費１２万円は、ふぐあいが生じている用紙裁断機を更新するもの

であります。同じく一つ丸、青少年健全育成事業に要する経費で講師等謝礼５万７，００

０円は、子供たちの健全育成のため、土曜日における体験活動の充実が図られるよう青少

年の体験活動を行っている団体等が土曜日の教育支援事業運営委員会を組織し、連携体制

の構築を図ることから、委員に対する謝礼であり、車借り上げ料７万８，０００円は、児

童を対象として家庭教育サポート企業の協力を得て職場体験を実施するためのバス借り上

げ料であります。同じく一つ丸、地域交流センターの運営管理に要する経費で施設パンフ

レット作成費５４万円は、利用の手引を盛り込んだパンフレットを作成するものであり、

備品購入費３万４，０００円は、傷みの激しいプロジェクタースクリーンを更新するもの

であります。同じく二重丸、地域交流センター開設１０周年記念事業実行委員会交付金３

０万円は、平成２９年１月に地域交流センターが開設１０周年を迎えることから、記念行

事や記念誌の発行等に要する経費の一部を実行委員会に交付するものであります。

２目公民館費の一つ丸、公民館の管理に要する経費で備品購入費２６８万３，０００円

は、経年劣化が進んでいる陶芸窯及び周囲の草刈り作業に使用している刈り払い機を更新

するものであります。

３目図書館費の一つ丸、図書館の運営管理に要する経費で児童書架改修工事費５３０万

円は、図書館内での子供の足音や声、おはなし会などの事業に敏感に反応する一般利用者

が多いことから、乳幼児、児童、保護者が気兼ねすることなく利用できるよう、独立した

児童書架スペースを確保するための改修工事費であります。備品購入費６２万７，０００

円は、乳幼児、児童が利用しやすい絵本の展示棚、児童用椅子などの購入費であります。

２目体育施設費の一つ丸、海洋センターの管理に要する経費で体育館改修工事費７，６

２８万円は、課題となっていた海洋センター第１体育館の天井に吹きつけられているアス

ベストの除去にあわせ、照明設備のＬＥＤ化、床の改修を行う工事費であります。同じく

一つ丸、市営野球場の管理に要する経費で改修工事実施設計等委託料１，４０３万３，０

００円は、市営野球場の各種設備について老朽化によりふぐあいが生じていることから、

改修工事に取り組むため、各種設計業務等の委託料であります。同じく一つ丸、陸上競技

場の管理に要する経費で備品購入費１２万２，０００円は、故障が発生し、修理できない

刈り払い機２台を更新するものであります。

１目給食センター費の一つ丸、学校給食の実施に要する経費で備品購入費１，４１７万

２，０００円は、洗浄機で洗浄した食器を高温消毒する食器用消毒保管庫が損耗してきて

おり、計画的に１年に１台ずつ更新をするほか、トレイを運ぶ箱などを更新するものであ

ります。

次に、３９ページになります。１１款公債費は１２億３，０４２万円で、前年度と比較

して１億３，０５２万８，０００円の減となります。

１２款諸支出金は３０億６，７２２万８，０００円で、前年度と比較して１，７４６万
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４，０００円の減となります。

増減につきましては記載のとおりでありますが、３目病院会計繰出金は２，０８８万３，

０００円の減となりますが、地方交付税算定における病院事業債の償還の減、過疎対策事

業債の償還の増などによる普通交付税分の減、基礎年金拠出金分の増などによる特別交付

税分の増が主な要因であります。

１３款職員費は１４億２，８１５万３，０００円で、前年度と比較して２，０２９万７，

０００円の減となりますが、主な要因につきましては新陳代謝などによる給料、共済組合

等負担金の減であります。

以上が歳出であります。

次に、歳入について申し上げますが、お戻りをいただきまして３０ページをごらんいた

だきたいと存じます。主なもののみ説明をしてまいります。

１款市税は２０億５５万７，０００円で、前年度と比較して２２０万７，０００円の減

となりますが、主な要因につきましては、法人市民税で法人税割の税率の引き下げの平準

化などにより１，１８９万１，０００円の減、固定資産税で償却資産の新規投資の増によ

り１，９２５万９，０００円の増、市たばこ税で１，０６２万円の減であります。

６款地方消費税交付金は４億２，１８１万５，０００円で、前年度と比較して８，１６

５万２，０００円の増となりますが、主な要因につきましては消費税の推移などを勘案し

たことによるものであります。

次に、３１ページになります。１０款地方交付税は４６億２，４００万円で、前年度と

比較して４，５００万円の増となりますが、地方財政対策では地方交付税は前年度比５４

６億円の減額が示されたところであり、普通交付税は昨年実績をもとに国で示された推計

伸び率を用い算定し、これに起債償還分を加えた結果、基準財政需要額は増額を見込みま

したが、基準財政収入額では減額を見込みましたので、４，５００万円の増としたところ

であります。

次に、３２ページになります。１４款国庫支出金は１１億７，４６８万円で、前年度と

比較して１億１，２１４万８，０００円の減となります。

１目民生費国庫負担金で知的障害者福祉費１，５９３万８，０００円の増は自立支援給

付費の増によるものであり、生活保護費１，５３２万５，０００円の減は医療扶助費等の

減が主なものであります。

１目土木費国庫補助金で社会資本整備総合交付金事業費１，４７６万１，０００円の増

は、改良住宅等の長寿命化改善事業、橋梁長寿命化修繕事業の増、道路整備事業の減が主

なものであります。

２目教育費国庫補助金で社会資本整備総合交付金事業費１億２，８４３万９，０００円

の減は、公民館耐震改修等事業、総合体育館耐震改修等事業の減が主なものであります。

１８款繰入金は１億８，９４３万３，０００円で、前年度と比較して１億２，２２９万
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９，０００円の減となりますが、主な要因につきましては、財政調整基金繰入金１億４，

８４２万円の減、ふるさと納税などの寄附金を積み立てた基金から各事業に充当するまち

づくり事業基金繰入金９１８万６，０００円、社会福祉事業振興基金繰入金１，６７７万

１，０００円の増であります。

次に、３３ページ、２０款諸収入は８億４，５４０万７，０００円で、前年度と比較し

て３，５６７万９，０００円の減となりますが、主な要因につきましては、地域海洋セン

ター修繕助成金３，１５０万円、スポーツ振興くじ助成金４８０万円の皆減によるもので

あります。

２１款市債は９億４，６００万円で、前年度と比較して３億７，１００万円の減となり

ますが、主な要因につきましては、土木債で公共事業等債１，３２０万円の減、公営住宅

建設事業債２，９２０万円の増であり、教育債で一般単独事業債３，５４０万円の皆増で

あり、過疎対策事業債で道路整備事業債４，８１０万円の減、市営野球場整備事業債１，

４００万円の皆増、公民館耐震改修事業債３億９，０９０万円、海洋センター改修等事業

債３，７００万円の皆減であり、全国防災事業債で４，４７０万円の皆増によるものであ

ります。

以上が歳入でありますが、予算書の２１２ページ以降には給与費明細書、継続費に関す

る調書、債務負担行為に関する調書、地方債に関する調書を添付しておりますので、ご高

覧の上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〔何事か呼ぶ者あり〕

失礼いたしました。１点訂正がございます。最初の説明の中で、括弧内の数字の説明の

際に平成２７年度６月補正後の予算と言うべきところを平成２６年度６月補正後の予算と

申しました。訂正させていただきます。

あと、もう一点ございます。労働諸費の説明の中で、二重丸、若年者就労支援事業に要

する経費３０万３，０００円の部分につきまして、高校生及び保護者が砂川の企業を知り

というところを高齢者及び保護者が砂川の企業を知りと申し上げました。こちらにつきま

しても訂正をお願い申し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 議案第８号の提案説明は休憩後に行います。

１０分間休憩します。

休憩 午前１０時５７分

再開 午前１１時０８分

〇議長 飯澤明彦君 休憩中の会議を開きます。

休憩前に引き続いて提案説明を求めます。

市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 （登壇） 私から議案第８号、議案第１０号、議案第１１号に

ついてご説明申し上げます。
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初めに、議案第８号 平成２８年度砂川市国民健康保険特別会計予算についてご説明申

し上げます。

予算書の２２７ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ２８億２，４９４万２，０００円と定めるものであります。

第２条は、一時借入金であり、一時借入金の借り入れの最高額は、３億円と定めるもの

であります。

第３条は、歳出予算の流用であり、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じ

た場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の金額を流用することができると定

めるものであります。

それでは、主なものについて歳出からご説明申し上げます。２６２ページをお開き願い

ます。１款総務費、１項１目一般管理費で対前年比２６万１，０００円の減は、主に一般

管理事務に要する経費の給料の減によるものであります。なお、一般管理事務に要する経

費のうち、アンダーラインを付しております番号制度システム整備委託料９７万６，００

０円は、番号制度に対応するためシステムを改修するものであります。

２６８ページをお開き願います。２款保険給付費、１項１目一般被保険者療養給付費で

対前年比５，１７４万３，０００円の増、２目退職被保険者等療養給付費で対前年比２，

３００万２，０００円の減、３目一般被保険者療養費で対前年比５万９，０００円の減、

４目退職被保険者等療養費で対前年比２３万６，０００円の減、２７０ページになります、

２項１目一般被保険者高額療養費で対前年比２００万円の増、２目退職被保険者等高額療

養費で対前年比８０万６，０００円の減は、それぞれ平成２７年度の決算見込み額と同額

程度を見込み、さらに退職者医療制度の廃止に伴い、徐々に退職被保険者が一般に移行す

ることを考慮したものであります。

４項１目出産育児一時金で対前年比８４万円の増は、平成２７年度の決算見込み額と同

額を見込むものであります。

２７２ページをお開き願います。３款後期高齢者支援金等、１項１目後期高齢者支援金

で対前年比１，４４６万１，０００円の減は、主に平成２６年度分の精算分、過誤調整に

よるものであります。

２７８ページをお開き願います。６款介護納付金、１項１目介護納付金で対前年比８９

２万２，０００円の減は、第２号被保険者の減及び平成２６年度の精算分、過誤調整によ

るものであります。

２８０ページをお開き願います。７款共同事業拠出金、１項１目高額医療費共同事業医

療費拠出金で対前年比５３１万８，０００円の増は、全道の対象費用見込み額の上昇と砂

川市が全道に占める対象医療費の割合、拠出率が上がったことによるものであります。

３目保険財政共同安定化事業医療費拠出金で２０９万６，０００円の減は、平成２６年

度以前分の医療費割の精算によるものであります。
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２８２ページをお開き願います。８款保健事業費、１項１目特定健康診査等事業費で対

前年比１５６万９，０００円の増は、主に特定健康診査に要する経費の増によるもので、

アンダーラインを付しております賃金２５０万円は臨時保健師賃金を追加したことによる

費用、講師謝礼２０万円は医療分析データの作成に係る技術指導の費用、燃料費７万３，

０００円は未受診者対策で訪問勧奨に要する車両の燃料代によるものであります。

２８４ページになります。２項１目疾病予防費で対前年比１３万４，０００円の増は、

主にがん検診の受診向上のため受診機会の拡大を図ることによるものであります。

２９２ページをお開き願います。１２款前年度繰上充用金８，６００万円につきまして

は、平成２７年度の収支不足を補うものであります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては２３３ページ、総括でご説明させていた

だきます。１款国民健康保険税は２億７，５３６万８，０００円で、対前年比３，９６８

万７，０００円の減であり、主に一般被保険者国民健康保険税の所得割の減によるもので

あります。

２款国庫支出金は６億８，４５５万２，０００円で、対前年比４，４５２万４，０００

円の増であり、主に療養給付費等負担金の増によるものであります。

３款療養給付費等交付金は８，４５４万３，０００円で、対前年比１，１０５万８，０

００円の減であり、退職被保険者数の減少等に伴う医療費の減によるものであります。

４款前期高齢者交付金は６億４，６４０万円で、対前年比６，５９０万円の減であり、

主に平成２６年度の精算、過誤調整によるものであります。

５款道支出金は１億６，０２７万円で、対前年比２，３２４万３，０００円の増であり、

主に対象医療費の増によるものであります。

７款共同事業交付金は６億５，１３０万円で、対前年比６，１５０万円の増であり、主

に対象医療費の増によるものであります。

８款繰入金は２億２１２万７，０００円で、対前年比１万５，０００円の増であり、主

に国の財政支援措置を含めた一般会計繰入金の増によるものであります。

１０款諸収入は１億２，０３７万９，０００円で、対前年比２，６００万円の増であり、

主に収支不足を補填する雑入の増によるものであります。

以上が歳入でありますが、予算書の２９６ページから３０３ページには給与費明細書を

添付しておりますので、ご高覧の上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第１０号 平成２８年度砂川市介護保険特別会計予算についてご説明

申し上げます。

予算書の３５１ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ１８億６，０９０万９，０００円と定めるものであります。

第２条は、一時借入金で、一時借入金の借り入れの最高額は、１億円と定めるものであ

ります。
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第３条は、歳出予算の流用であり、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じ

た場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の金額を流用することができると定

めるものであります。

それでは、主なものについて歳出からご説明申し上げます。３７８ページをお開き願い

ます。１款総務費、１項１目一般管理費で対前年比１，６９５万５，０００円の減は、介

護保険システムの更新終了に伴う減が主なもので、新規事業としまして昨年度に引き続き

マイナンバー制度に伴うシステム整備として、アンダーラインを付しております番号制度

システム整備委託料２０８万５，０００円を計上するものであります。

３８２ページをお開き願います。２款保険給付費、１項１目居宅介護サービス給付費で

対前年比２，０６０万２，０００円の減は、介護保険制度改正に伴い、定員１８人以下の

小規模デイサービスが地域密着型サービスへ移行することによる減、及び昨年１０月に開

設した特定施設のサービスつき高齢者向け住宅の入居者増を見込んだことによる増が主な

要因であります。

２目地域密着型介護サービス給付費で対前年比１億４，２４４万８，０００円の増は、

ただいまご説明いたしました小規模デイサービスの移行による増、及び介護保険計画に基

づき本市においては新たなサービスとなります小規模多機能型居宅介護サービスの事業所

の新設を予定していることが主な要因であります。

３目施設介護サービス給付費で対前年比１，６２９万円の減は、主に平成２７年度の介

護報酬マイナス改定によるものであります。

３８４ページをお開き願います。２項１目介護予防サービス給付費で対前年比２，５３

６万３，０００円の減は、総合事業開始に伴う訪問介護及び通所介護の地域支援事業への

移行が主な要因であります。

２目地域密着型介護予防サービス給付費で対前年比１，０１３万４，０００円の増は、

小規模多機能型居宅介護サービスの新設を予定していることが主なものであります。

３９４ページをお開き願います。４款地域支援事業費、１項１目介護予防・生活支援サ

ービス事業費４，２８４万７，０００円、２目介護予防ケアマネジメント事業費５８４万

５，０００円、３目審査支払手数料１２万７，０００円は、いずれも総合事業開始に伴う

保険給付費からの移行が主なものであります。

２項１目一般介護予防事業費１，４０３万６，０００円は、同じく総合事業開始に伴う

二次予防事業費及び一次予防事業費からの移行によるものであり、うち新規事業としまし

て、３９７ページをお開き願います。アンダーラインを付しております会場借り上げ料４

６万３，０００円は、地域におけるサロン活動の新たな支援策として活動の場となるコミ

ュニティセンター等の使用料の負担軽減を行うための経費であり、これにより介護予防事

業のさらなる充実を図るものであります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては３５７ページの総括でご説明申し上げま
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す。１款保険料は３億１，６３６万８，０００円で、対前年比５２８万８，０００円の減

であり、所得階層上位の被保険者数の減によるものであります。

２款分担金及び負担金は１４５万７，０００円で、対前年比３万６，０００円の増であ

り、紙おむつ利用件数及び情報共有ネットワーク事業費の若干の増を見込んでおります。

３款国庫支出金は４億６，１０１万２，０００円で、対前年比３，８９５万５，０００

円の増、４款支払基金交付金は５億２３５万５，０００円で、対前年比３，９３０万７，

０００円の増、５款道支出金は２億８，４５２万２，０００円で、対前年比１，９４５万

２，０００円の増、７款繰入金は２億９，４６５万５，０００円で、対前年比２，８４３

万７，０００円の増、これらはいずれも保険給付費の増が主な要因であります。

６款財産収入５３万１，０００円は、基金運用利息であります。

８款繰越金、９款諸収入につきましては、前年度と同額であります。

なお、予算書の４０６ページ及び４０７ページには給与費明細書を添付しておりますの

で、ご高覧の上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第１１号 平成２８年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算について

ご説明申し上げます。

予算書の４０９ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ５億６，３０６万３，０００円と定めるものであります。

それでは、主なものについて歳出からご説明申し上げます。４２６ページをお開き願い

ます。１款総務費、１項１目一般管理費で対前年比３１１万７，０００円の減は、主にア

ンダーラインを付しております番号制度システム整備委託料１２０万円の皆増があるもの

の、平成２７年度に実施した後期高齢者医療システム機器更新委託料４２６万６，０００

円が皆減されたことによるものであります。

４２８ページをお開き願います。２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高

齢者医療広域連合納付金で対前年比２，０１３万２，０００円の減は、主に保険料分負担

金の減によるものであります。

４３０ページをお開き願います。３款保健事業費、１項１目健康保持増進事業費で対前

年比３万７，０００円の減は、主に健康診査委託料の減によるものであります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては４１３ページ、総括でご説明させていた

だきます。１款後期高齢者医療保険料は２億１７０万２，０００円で、対前年比１，７０

９万円の減であり、主に所得割賦課対象額の減によるものであります。

３款繰入金は３億５，８２４万円で、対前年比６０５万１，０００円の減であり、一般

会計繰入金のうち、主に療養給付費分繰入金の減によるものであります。

５款諸収入は３１１万９，０００円で、対前年比１４万４，０００円の減は、健康診査

の減に伴う受託事業収入の減によるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。
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〇議長 飯澤明彦君 建設部長。

〇建設部長 古木信繁君 （登壇） 議案第９号 平成２８年度砂川市下水道事業特別会

計予算についてご説明申し上げます。

予算書の３０５ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ７億９，６９６万５，０００円と定めるものであります。

第２条は、地方債であり、３０８ページ、第２表、地方債に記載のとおり、限度額を１

億９，２８０万円と定めるものであります。

第３条は、一時借入金であり、一時借入金の借り入れ最高額を３億円と定めるものであ

ります。

予算の主な内容につきましては、３２８ページの歳出から前年度予算との比較でご説明

申し上げます。１款下水道費、１項１目一般管理費８１２万８，０００円の増は、一つ丸、

一般管理事務に要する経費で企業会計移行業務委託料１，４９７万円の増と消費税６６９

万２，０００円の減が主なものであります。なお、アンダーラインを付しております企業

会計移行業務委託料は、総務大臣通知により地方公営企業法の財務規定等を適用していな

い公営企業について公営企業会計に移行するよう通知があったところであり、この移行に

伴う公共下水道資産台帳整備及び企業会計システムの構築を行う経費でございます。今後

３カ年をめどに公営企業会計移行に係る準備を行い、平成３１年度からの適用を予定して

おります。

次に、２目維持管理費３５０万７，０００円の減は、一つ丸、下水道管渠の維持管理に

要する経費で、石狩川流域下水道組合負担金２９６万２，０００円の減が主なものであり

ます。

３３０ページをお開き願います。３目水洗化促進費５０万円の減は、一つ丸、水洗化促

進に要する経費で水洗便所改造資金貸付金５０万円の減が主なものであります。

３３２ページをお開き願います。４目公共下水道整備事業費２，０２２万６，０００円

の増は、二重丸、公共下水道整備事業費で委託料８４０万円の増、工事請負費１，２００

万円の増が主なものであります。平成２８年度の事業につきましては、説明欄に記載のと

おり、交付金事業として石狩川６号幹線管渠改築工事第１工区、第２工区、焼山３号幹線

管渠新設工事、単独事業として公共下水道管渠新設工事第１工区、第２工区を予定してお

ります。また、委託料では公共下水道事業計画変更業務委託ほか４件を予定しております。

３３４ページをお開き願います。５目流域下水道整備事業費４６４万６，０００円の減

は、一つ丸、流域下水道整備事業費で北海道が施行する流域下水道整備事業費の減に伴う

流域下水道整備工事負担金４９３万３，０００円の減が主なものであります。

３３６ページをお開き願います。２款個別排水処理事業費、１項１目個別排水処理事業

費１８万５，０００円の増は、二重丸、整備事業に要する経費で水洗便所改造資金貸付金

５０万円の減、一つ丸、維持管理に要する経費で浄化槽設置基数の増加に伴い、浄化槽維
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持管理委託料５１万７，０００円の増が主なものであります。

３３８ページをお開き願います。３款公債費、１項１目元金４６６万３，０００円の減

は、一つ丸、下水道地方債償還元金で過去に借り入れした起債の償還終了に伴う減であり

ます。

２目利子１，０８９万円の減は、一つ丸、下水道地方債償還利子で過去に借り入れした

起債の償還終了に伴う減であります。

３４０ページをお開き願います。４款諸支出金、１項１目過年度過誤納還付金４，００

０円の減は、交付金事業で行う改築工事により発生する撤去鋼材等の売却収益の減に伴う

国庫返納額の減であります。

次に、歳入につきましては３０９ページの総括でご説明申し上げます。１款分担金及び

負担金で５万１，０００円の増は、受益者分担金の現年賦課分の増が主なものであります。

２款使用料及び手数料で１，１４７万２，０００円の減は、下水道使用料現年分の減が

主なものであり、汚水排水量が減少していることによるものであります。

３款国庫支出金で６５万円の増は、交付金事業の増によるものであります。

４款繰入金は、下水道事業特別会計の収支調整のため、一般会計からの繰り入れであり、

１，９０４万４，０００円の増は、下水道使用料現年分の減と公共下水道整備事業費にお

ける単独事業費の増により収支不足調整額が増加していることが主な要因であります。

６款諸収入で３１万５，０００円の減は、水洗便所改造資金貸付金元利収入の減が主な

ものであります。

７款市債で３６０万円の減は、償還元金の減による資本費平準化債２，４４０万円の減、

公営企業会計適用債１，４９０万円の増が主なものであります。

以上が歳入でございます。

なお、３４２ページ以降は関連調書を添付しておりますので、お目通しをいただき、よ

ろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 病院事務局長。

〇病院事務局長 氏家 実君 （登壇） 議案第１２号 平成２８年度砂川市病院事業会

計予算につきましてご説明申し上げます。

１ページをごらんいただきたいと存じます。第２条は、業務の予定量であり、（１）病

床数は４９８床、（２）年間患者数は入院を１３万６，７２６人、外来を２５万７，７４

３人とし、（３）１日平均患者数は入院を３７５人、外来を１，０５６人と予定したとこ

ろであります。（４）主要な建設改良事業は、医療機械器具整備事業であります。

第３条は、収益的収入及び支出であり、病院事業収益は１２１億７，２６８万２，００

０円、病院事業費用は１３６億２，５９３万６，０００円と定めるものであります。

２ページをお開きいただきたいと存じます。第４条は、資本的収入及び支出であり、資

本的収入は６億３，２０５万８，０００円、資本的支出は１０億２，５６６万３，０００
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円と定め、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億９，３６０万５，０００円

は、過年度分損益勘定留保資金で補填するものであります。

第５条は、企業債であり、医療機械器具整備事業の起債限度額を２億１，６４０万円と

定めるものであります。なお、起債の方法、利率、償還の方法は、それぞれ記載のとおり

であります。

第６条は、一時借入金の限度額を３億円と定めるものであります。

第７条は、予定支出の各項の経費の金額の流用であり、消費税及び地方消費税に不足が

生じた場合における医業費用及び医業外費用の間の流用と定めるものであります。

第８条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費であり、（１）職員給

与費７０億９，６３８万２，０００円、（２）交際費３００万円と定めるものであります。

第９条は、重要な資産の取得及び処分で、機械備品としてデジタルエックス線テレビ撮

影装置、血管造影撮影装置及び放射線画像情報管理システムを取得するものであります。

４ページをお開きいただきたいと存じます。収益的収入でありますが、１項医業収益は、

前年度より６億８，９７９万１，０００円増の１０９億７，１５３万２，０００円を予定

したところであります。

主な内容といたしましては、１目入院収益は前年度より４億８，３１５万２，０００円

増の７７億３，７２５万９，０００円で、１人当たりの診療単価では前年度より３，２２

５円増の５万６，５９０円、２目外来収益は前年度より１億８，６５９万６，０００円増

の２９億８，３９２万６，０００円で、１人当たりの診療単価では前年度より１，００１

円増の１万１，５７７円、３目その他医業収益は前年度より２，００４万３，０００円増

の２億５，０３４万７，０００円を予定したところであります。

２項医業外収益は、前年度より３，０１０万５，０００円減の１１億３９８万７，００

０円を予定したところであります。主な内容といたしましては、１目受取利息配当金は前

年度より２０万４，０００円減の１３万６，０００円、２目補助金は前年度より１５５万

１，０００円減の５，０３６万４，０００円、６ページをお開きいただきたいと存じます。

３目負担金交付金は国の交付税算定に基づいた市からの繰入金であり、前年度より２，７

０５万３，０００円減の８億６，２９８万４，０００円、４目患者外給食収益は前年度と

同額の４８万６，０００円、５目長期前受金戻入は前年度より２０万２，０００円減の７，

４７９万８，０００円、６目その他医業外収益は前年度より１０９万５，０００円減の１

億１，５２１万９，０００円を予定したところであります。

３項看護専門学校収益は、前年度より１，２２４万５，０００円増の７，９８０万７，

０００円を予定したところであります。

４項院内保育事業収益は、前年度より２２６万９，０００円増の１，７０５万５，００

０円を予定したところであります。

８ページをお開きいただきたいと存じます。５項特別利益は、前年度と同額の３０万１，
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０００円を予定したところであります。

１０ページをお開きいただきたいと存じます。収益的支出でありますが、１項医業費用

は前年度より３億６，９７９万６，０００円増の１３３億５，２１８万８，０００円を予

定したところであります。

主な内容といたしましては、１目給与費は職員数の増や法定福利費の増加に伴い、前年

度より４億３，６５９万３，０００円増の７０億１，０８２万４，０００円を予定したと

ころであります。

１２ページをお開きいただきたいと存じます。２目材料費は、１節薬品費で入院患者数

の増加などに伴い、前年度より１億２，２９９万４，０００円増の３０億９，５６７万６，

０００円。

３目経費は、燃料費では重油の単価下落や、委託料では医療機器の保守点検の見直しな

どに伴い減額となったものの、修繕費や賃借料の増加などに伴い、前年度より１，７９６

万４，０００円増の１８億４，９３１万５，０００円を予定したところであります。

１６ページをお開きいただきたいと存じます。４目減価償却費は、新病院開院時に購入

した医療機器の減価償却が一部終了したことから、前年度より２億１，０１９万７，００

０円減の１２億９，０９８万円。

５目資産減耗費は、除却予定の医療機器が存在することから、前年度より１９２万４，

０００円増の１９２万５，０００円。

６目研究研修費は、前年度より５１万８，０００円増の１億３４６万８，０００円を予

定したところであります。

１８ページをお開きいただきたいと存じます。２項医業外費用は、前年度より２，９４

０万２，０００円減の１億２，５０８万２，０００円を予定したところであります。

主な内容といたしましては、１目支払利息及び企業債取扱諸費は、企業債利息の減に伴

い、前年度より３，１６８万８，０００円減の１億９３５万７，０００円を予定したとこ

ろであります。

３項看護専門学校費用は、前年度より２，３５４万１，０００円減の１億１，２６３万

３，０００円を予定したところであります。

２２ページをお開きいただきたいと存じます。４項院内保育事業費用は、入所者の増に

伴う委託料の増額により、前年度より７３６万６，０００円増の３，１３９万８，０００

円を予定したところであります。

５項特別損失においては、前年度より１３万５，０００円増の４６３万５，０００円を

予定したところであります。

２４ページをお開きいただきたいと存じます。資本的収入でありますが、１項企業債は、

医療機器購入に係る借り入れ予定額で前年度より２，９００万円増の２億１，６４０万円

を予定したところであります。
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３項出資金は、１目一般会計出資金において、国の交付税算定に基づいた市からの出資

金で繰り入れ基準である企業債元金償還金の減に伴い、前年度より６０７万６，０００円

減の４億５６３万８，０００円を予定したところであります。

２６ページをお開きいただきたいと存じます。資本的支出でありますが、１項建設改良

費は、１目資産購入費においてデジタルエックス線テレビ撮影装置などの医療機械器具の

整備を図るものであり、前年度より２，６５０万２，０００円増の２億２，４８８万２，

０００円を予定したところであります。

２項企業債償還金は、１目元金償還金において平成２２年度に借り入れた改築時におけ

る医療機器購入に充てた企業債償還の一部が終了したことから、前年度より２億２，０４

７万４，０００円減の７億６，８３８万１，０００円を予定したところであります。

３項投資は、１目長期貸付金において看護学生学資貸し付けを行うもので、前年度より

２，１０８万４，０００円増の３，２４０万円を予定したところであります。

２８ページ以降は財務諸表など予算に関連する資料でありますので、ご高覧いただき、

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〔何事か呼ぶ者あり〕

先ほど収益的支出におきまして、２項医業外費用、１目支払利息及び企業債取扱諸費に

おいて、前年度よりも３，１６８万８，０００円と申し上げましたが、３，１５６万８，

０００円でございます。訂正方をお願いしまして、おわび申し上げます。

〇議長 飯澤明彦君 以上で各議案の提案説明を終わります。

◎休会の件について

〇議長 飯澤明彦君 お諮りします。

３月１４日は、議案調査等のため本会議を休会にしたいと思います。このことにご異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、３月１４日は休会することに決定しました。

◎散会宣告

〇議長 飯澤明彦君 以上で本日の日程は全て終了しました。

本日はこれで散会いたします。

散会 午前１１時４４分


